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道路事業 事後評価

一般国道７号 秋田南バイパス

令和３年３月１日
国土交通省 東北地方整備局

あ き た み な み

資 料 ７－４

要点審議事業

令和２年度 第４回 事業評価監視委員会 資料
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１．事業の目的と概要（１） 事業完了後５年経過

対
象
区
間

2.2
km

S61.10開通
（2/4）
H27.7開通
（4/4）
2.2km

あきたしはまださかいがわ

秋田市浜田境川

あきたし やばせいぬかわら

秋田市八橋戌川原

あきたし あらや みつごや

終点：秋田市新屋三ツ小屋

あきたし あらや あたごまち

起点：秋田市新屋愛宕町

秋田市役所

秋田県庁

Ｔ’15＝24,163台/日

Ｔ’15＝16,817台/日

Ｔ’15＝12,374台/日

国道7号秋田南バイパス 計画概要

起終点 ：自）秋田県秋田市新屋愛宕町

起終点 至）秋田県秋田市新屋三ツ小屋
延長 ：２．２ｋｍ
幅員 ：３０．０ｍ
道路規格 ：第３種第１級
設計速度 ：８０ｋｍ／ｈ
事業化 ：平成２０年度
都市計画決定 ：昭和５０年度
用地着手 ：昭和５５年度
工事着手 ：昭和５６年度
開通 ：平成２７年度(H27.7)

位置図

国道7号秋田南バイパス

標準横断図（幅員）

国道7号 秋田南バイパス 位置図

3.5 0.75 7.0 3.0 7.0
0.75

2.5

24.5m

【一般部】

【橋梁部】

至 由利本荘市

至 能代市
あ き た し あ ら や あたごまち

あ き た し あ ら や み つ ご や

凡 例

：開通済

：事業中

その他凡例

：H27
センサス交通量

：主要渋滞箇所

：評価対象区間
：高規格幹線道路
：地域高規格道路
：一般国道
：主要地方道・県道
：市道

道路種別
その他道路凡例

：6車線
：４車線
：２車線

車線数

秋
田
南
バ
イ
パ
ス

○事業目的

・国道７号の交通混雑の緩和、事故の減少。
・重要港湾秋田港のアクセス向上。
・地域間の交流・連携の活性化。

8.5
km



１．事業の目的と概要（２）整備状況 事業完了後５年経過
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至 由利本荘市

至 能代市

①4車線化前【H26.9】

②4車線化後（上り方向）【R2.9】

秋
田
南
バ
イ
パ
ス2.2

km

S61.10開通
（2/4）
H27.7開通
（4/4）

至 由利本荘市

至 能代市

写真①②
対
象
区
間

写真③

至 能代市

至 由利本荘市

凡 例

：開通済

：事業中

：評価対象区間
：高規格幹線道路
：地域高規格道路
：一般国道
：主要地方道・県道
：市道

道路種別
その他道路凡例

：6車線
：４車線
：２車線

車線数

至 能代市

至 由利本荘市

③4車線化後（下り方向）【R2.9】

8.5
km



１．事業の目的と概要（３）関連記事 事業完了後５年経過

3
資料：秋田魁新報（H27.8.1付）



２．前回評価時からの周辺環境等の変化 事業完了後５年経過

◆国道7号下浜道路が令和2年3月に開通。
◆秋田港と秋田北ICを連絡する秋田港アクセス道路がH31年度に新規事業化。

秋田県全体

拡大図範囲

鷹巣西道路・鷹巣大館道路
H28.10 鷹巣IC~二井田真中IC開通
H30.3 大館能代空港IC~鷹巣IC開通
R2.12 蟹沢IC～大館能代空港IC開通

大館能代
空港IC

鷹巣IC
二井田真中IC

横手北スマートIC
R1.8.4 開通

秋田自動車道
（湯田IC～横手IC）

付加車線設置（ L=15.4km ）
H31.3.29、R2.3.31事業許可

拡大図

秋田
中央IC

秋田南IC

河辺JCT

秋田空港IC

岩城IC
松ヶ崎
亀田IC大内IC本荘IC

仁賀保IC

協和IC

西仙北SIC

金浦IC
象潟IC

象潟仁賀保道路
H27.10開通
L＝6.8km

下浜道路

R2.3開通
L＝6.2km

秋田南バイパス

L＝2.2km

S61.10開通
（2/4）

H27.7開通
（4/4）

至
酒
田
市

秋田北
IC

秋田港アクセス道路
H31新規事業化

遊佐象潟道路

R7年度
開通予定※1

R8年度
開通予定※1※2

(仮)小砂川IC

(仮)小砂川
～象潟IC

遊佐鳥海
～(仮)小砂川IC

※１用地買収、埋蔵文化財調査が順調に進んだ場合
※２軟弱地盤対策工事や大規模橋梁工事等が順調に進んだ場合
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H24.10開通
L＝6.9km

大曲IC

河辺拡幅
L＝6.6km

H11開通
L＝1.4km
H13開通

L＝0.7km
H20開通

L＝0.3km
H26開通

L＝0.6km

事業中
L＝3.6km

凡 例
： 開通済
： 事業中
： 未事業化
： 前回評価時の

ネットワークに
含まれる路線

： 今回評価の
ネットワークに
追加される路線

その他道路凡例

道
路
種
別

： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 地域高規格道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

： ６車線
： ４車線
： ２車線

車
線
数

対象区間

蟹沢IC
L＝8.5km



３．交通状況の変化等
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事業完了後５年経過

9,016 

13,472 
14,426 

17,807 

23,692 23,547 24,163 23,379 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H2 H6 H9 H11 H17 H22 H27 R2.9

（台/日）

資料：H2～H27 全国道路・街路交通情勢調査、R2年はR2.9.17(木)調査結果より

S61.10
対象区間

2車線開通

H27.7
対象区間

4車線開通

H2.12
①区間

2車線開通

H15.3
②区間

2車線開通

◆対象区間では前後区間の開通に伴い交通量が増加。
◆対象区間の最新の利用交通量は23,379台/日。

至 由利本荘市

至 能代市

S61.10開通
（2/4）

H27.7開通
（4/4）

秋
田
南
バ
イ
パ
ス 2.2

km

▼ 対象区間の交通量の推移

対
象
区
間

H15.3開通
3.0km

①区間

②区間

H2.12開通
L=3.3km

8.5
km
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４．事業効果の発現状況（１）速度向上による交通円滑化
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事業完了後５年経過

《 事業者の声 》
• 片側1車線だった際は、新屋方面からの合流ができなかったが、

片側2車線になり、渋滞が解消され、合流しやすくなった。
※R2.1 秋田港物流事業者ヒアリング調査結果より

▼新屋跨道橋交差点の渋滞長の変化
（由利本荘⇒秋田市街地方面）

資料：開通前：プローブデータ（平日８時台平均）（通常期：H25.9～11 冬期：H25.12～H26.1（降雪10cm以上） ）
開通後：ETC2.0データ（平日8時台平均）（通常期：R1.9～11、冬期：H29.12～H30.2（降雪10cm以上））

▼4車線開通前後の速度（ピーク時下り、8時台）
通常期 冬期

◆国道7号秋田南バイパス4車線化に伴い、ピーク時速度は大きく改善（区間平均で通常期26km/h向上、冬期：29km/h向上）、新屋
跨道橋交差点では渋滞が解消（渋滞長 1,150m→0m）し、平成28年に主要渋滞箇所特定解除となった。

◆対象区間の4車線化により混雑が緩和され、秋田市郊外から中心部へのアクセスの利便性が向上。

進
行
方
向

新屋跨道橋交差点
(H28に主要渋滞箇所解除)

至 由利本荘市

至 能代市

臨海十字路交差点
（主要渋滞箇所） (km/h)(km/h)

開通前
開通後

1,150m 

0m 
0

500

1,000

1,500

開通前
H26.9.4

開通後
H27.9.17

（m）

出典）交通実態調査

渋滞が解消

対
象
区
間

2.2
km

S61.10開通
（2/4）

H27.7開通
（4/4）

あ ら や こ ど う き ょ う

あ ら や こ ど う き ょ う

あ ら や

▼秋田南バイパス４車線化前後の状況
（新屋跨道橋交差点付近）

４車線化前
（H18.5）

４車線化後
（R2.9）

至 能代市

至 由利本荘市

至 能代市

至 由利本荘市

秋
田
南
バ
イ
パ
ス

新屋跨道橋
交差点

新屋跨道橋
交差点

あ ら や こ ど う き ょ う

こ ど う き ょ う

26km/h
向上

開通後平均
60km/h

開通前平均
34km/h

29km/h
向上

開通後平均
41km/h

開通前平均
12km/h

8.5
km



追突
75%

正面衝突
25%

車両単独
100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

開通前

開通後

４．事業効果の発現状況（２）事故減少
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事業完了後５年経過

◆開通前の対象区間では、正面衝突等の重大事故や、渋滞に起因する追突事故が発生。
◆当該区間の4車線化に伴い、混雑に起因する追突事故、正面衝突は0件/3年に削減。

撮影方向

至 由利本荘市

至 能代市

▼秋田南バイパスの4車線開通前後の事故発生状況

▼正面衝突事故発生箇所（H26.2.27跨道橋付近）の変化

▼秋田南BP（4車開通区間）
における事故件数の推移

8

1

0

2

4

6

8

10

開通前 開通後

（件/3年）

9割減少

【開通前】【開通前】 【４車線開通後】【４車線開通後】

至 由利本荘市

至 秋田市街

追突・正面衝突事故0件に

▼秋田南BP（4車開通区間）
における事故分類別割合

資料：イタルダデータ
（開通前：H24-H26、開通後：H28-H30）

資料：イタルダデータ
（開通前：H24-H26、開通後：H28-H30）対

象
区
間
2.2
km

《 事業者の声 》
• 2車線だと事故が起きた時にすぐに渋滞してしまうため、4車線化されたことで、通勤で利用する人などにとって

は、とても便利になっていると思う。
※R2.1 事業者ヒアリング調査結果より

追突
正面衝突
車両単独

開通前(H24-26)
開通後(H28-30)

凡例

S61.10開通
（2/4）

H27.7開通
（4/4）

秋
田
南
バ
イ
パ
ス
8.5
km



４．事業効果の発現状況（３）物流効率化
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事業完了後５年経過

◆秋田港は、平成23年に日本海側拠点港（国際海上コンテナ）に選定、平成24年に新国際コンテナターミナルが供用するなど、拠
点性の高まりとともに、コンテナ貨物取扱量は年々増加。本荘由利・庄内地域～秋田港のコンテナ貨物輸送量も増加傾向。

◆秋田港発着貨物のうち約4割が新潟方面へ輸送。
◆新潟方面への約8割以上が国道7号秋田南バイパスを利用、港湾物流を担う重要な路線であり、4車線化が港湾物流の効率化を
支援。

51
62 66 74 67 62

79 75 73 75

0
20
40
60
80

100

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

（千TEU）

出典）商用車プローブデータ（2019.10
）

▼秋田港のコンテナ貨物量の推移

出典）秋田県港湾統計

▼秋田港エリア発着貨物のOD割合

出典）商用車プローブデータ（R1.10）

※秋田市、秋田県北地域との輸送は除く日本海側拠点港
（国際海上コンテナ）に選定

新国際コンテナ
ターミナルが供用

秋田港から新潟方面
（にかほ市、由利本荘市、

山形県庄内地方、新潟県）
への輸送も多い
（約4割）

10％

13％

10％

5％

3％

▼秋田港と新潟方面※間の貨物車の経路分散
※由利本荘市、にかほ市、山形県庄内地方、新潟県

秋田港

対象区間
2.2km

岩城IC
N=2,957

N=970

【利用割合（％）】

0-2020-40

60-80

H27.7
対象区間

4車線開通

出典）商用車プローブデータ（R1.10）

248

804
31

84

279

888

0

200

400

600

800

1000

H20 H30
本荘由利地域 庄内地域

約3倍

（フレートトン）

▼本荘由利・庄内地域～秋田港の
コンテナ貨物輸送量

増加傾向

《 事業者の声 》
• 秋田南BPができて、由利本荘方面への輸送が円滑にできるようになった。

※R2.1 秋田港物流事業者ヒアリング調査結果より

秋田南
バイパス
8.5km

岩城ICまでは国道7号
秋田南BPを利用
（8割以上）



４．事業効果の発現状況（４）血液製剤の緊急輸送を支援
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事業完了後５年経過

◆秋田県赤十字血液センターでは県内各地からの血液の集荷と、東北ブロック血液センターで製造された血液製剤の県内各病院
への輸送を実施。

◆本荘・由利地域方面へは、1日1～2回定期的に輸送されているが、血液製剤は使用期限が限られているため、病院のストック量
は限定的であり、大量の血液や希少血液が必要となった場合には各病院に緊急輸送を実施。

◆本荘・由利地域方面への緊急輸送は年30～40回実施されており、対象区間の４車線化が血液製剤の緊急輸送時における速達
性や走行性向上に貢献。

献血ルームや献血バス

医療機関

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
血
液
セ
ン
タ
ー

秋
田
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

東北地方で
唯一の検査・

製剤施設

▼本荘由利地域における献血から医療機関までの血液の流れ

献血血液

血液製剤

出典）秋田県赤十字血液センターのヒアリング調査結果より

Ｅ7

Ｅ7 秋田南BP

秋田南BP

出典）秋田県赤十字血液センターヒアリング結果

※緊急輸送
血液製剤は使用期限が短く、病院には必要最小限の血
液しか保存していないため、珍しい血液や、血液が大量に
必要になった場合に、病院からの要請を受けて実施

秋田県赤十字血液センター

由利組合総合病院

本荘第一病院

対象区間
2.2Km

岩城IC

大内IC

【定期輸送】

1日に1～2回、
【緊急輸送※】

年30～40回

本荘IC

松ヶ崎亀田IC

拡大図

由利組合総合病院
本荘第一病院へ

秋田県
赤十字血液

センター

▼秋田県赤十字血液センターから本荘・由利地域への血液製剤輸送

対
象
区
間
2.2
km 本荘由利地域 秋田市 仙台市

▼主な血液製剤
赤血球製剤
採血後21日間使用可能

血漿製剤
採血後1年間使用可能

血小板製剤
採血後4日間使用可能

医療機関への全供給数のうち、上記3種類がほぼ100％を占める
出典）日本赤十字社HPより

《秋田県赤十字血液センターの声》
• 秋田南BPの4車線整備により渋滞が緩和し、時間的に早く届けられるようになっ

た。病院は時間を細かく気にするため、その面で効果を実感。
• 血液を病院に運ぶ際や緊急走行の際は２車線だと支障があったが、４車線化によ

りスムーズに通れる。 ※R2.2 ヒアリング結果より

秋田南
バイパス
8.5km

秋
田
南
バ
イ
パ
ス
8.5
km



H12→H27にかけて
約1,800世帯
（12％）増

４．事業効果の発現状況（５）周辺地域の活性化を支援
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事業完了後５年経過

◆秋田南バイパス周辺地域の世帯数は15年間で約1,800世帯（約12％）増加。秋田市人口は減少傾向にある中、対象区間周辺の
人口は横ばいで推移。

◆日沿道及び国道7号秋田南バイパスは段階的に供用が図られ、その動きに合わせるように秋田市内の新規企業立地が進展し、
有効求人倍率は年々上昇。

◆秋田南バイパスをはじめとした道路整備が世帯数の増加、企業立地、雇用創出など地域の活性化を支援。

▼秋田市内新規立地の立地企業数（累計）および秋田地区の有効求人倍率の推移

1 1 3 3 3 4 8 8 8 9 10 13 15 20 24 29 
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出典）企業数：秋田市提供データ、有効求人倍率：秋田労働局資料（各年3月における常用の数値を記載）

《 秋田市の意見 》
• 日沿道や下浜道路等の整備が進めば、山形県や新潟県など日本海側の取引

が活発になり、秋田港の更なる利用が進むものと期待されます。
※R2.1 ヒアリング調査結果より

出典）国勢調査
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▼対象区間周辺における人口・世帯数の推移
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５．費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化

９．同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

８．今後の事後評価及び改善措置の必要性

７．社会経済情勢の変化

６．事業実施による環境の変化
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評価対象区間については、工事の実施及び完成後も環境への影響は確認されていない。

・事業の目的に対する効果を概ね発現しており、現時点では今後の事後評価及び改善措置の必要性はない。

・当該事業の整備目的について効果発現を確認できており、事業評価手法の見直しの必要性はない。

○周辺道路の整備状況
・日本海沿岸東北自動車道
平成27年10月 象潟仁賀保道路（象潟IC～金浦IC、L=6.8km）開通
平成28年10月 鷹巣大館道路 （鷹巣IC～二井田真中IC、L=12.2km）開通
平成30年3月 鷹巣大館道路 （大館能代空港IC～鷹巣IC、L=1.7km）開通
令和2年12月 鷹巣西道路・鷹巣大館道路（蟹沢IC～大館能代空港IC、L=5.3km）開通

・国道7号
令和2年3月 下浜道路（L=6.2km）開通


